計時

（１）仕事の内容

　　　①団体競技におけるチームごとの計時

　　　②予鈴と本鈴により経過時間を知らせる

（２）準備する物品（個数）

　　　①タイマー（１）

　　　②ストップウオッチ（２）

　　　③コールベル（２）

　　　④プログラム（２）

（３）補助員の必要数

　　　２名で１組とし，３交代で６名

（４）競技開始から終了までの手順

　　★競技開始前

　　　タイマー・ストップウオッチ・コールベルが正しく作動するか確認する。

　　　各射場の選手が確認できる場所にタイマーを設置する。

　　★競技中

　　　①団体競技のみ計時し，個人競技は計時しなくてよい。

　　　②進行係の『始め』の合図で計時を開始し，競技を行っているチームの最後の選手

　　　　の『離れ』で計時を終了する。

　　　③制限時間が設けられている場合は以下の規定によって『予鈴』と『本鈴』を鳴ら

　　　　す。「時間切れ」を意味する『本鈴』は「時間切れ」と同時に鳴らすのではなく，

　　　　規定の時間が確実に経過したことを確認して鳴らさなければならない。これは『本

　　　　鈴』と同時に離れた場合の矢は団体の的中としては無効である事を示すためであ

　　　　る。
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　　　④競技の進行中，さまざまな理由で競技が中断される場合がある。その時は，進行

　　　　係の指示に従い，計時を中断，再開する。

　　　⑤ストップウオッチは予備としてタイマーと同時に作動させる。
★競技終了後

（２）の物品を本部へ返却する

（５）留意点

　　　①時間を知らせるためのベルは選手にとっては重大な意味を持つので，誤って鳴ら

　　　　したりすることのないように細心の注意を払わなければならない。

　　　②競技規定にかかわる大切な責任ある仕事であることを認識して行うべきである。

